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概要
　富山大学芸術文化学部と学部間交流協定を結んでいる

プラハ美術工芸大学から2名の教員を招いてフォーラム

を開催しました。地域のものづくりを海外からの視点で

見直すと共に、国際的な連携を通してその価値を高める

ことを目的としました。日本に滞在経験のあるスホメル

副学長からは海外から見た日本工芸の魅力について、種

子島以来の交流を振り返りながら解説いただきました。

建築学科長で前学長のペルツル教授には芸術系教育のあ

り方やプラハで行われている連携プロジェクトについて

お話しいただきました。講演後は学生を交えた討論が行

われ、プラハでの教育内容について理解を深めました。

Prague
Forum

プラハフォーラム

─高岡から世界へ、
　地域連携・海外連携を考える─

講演１：
「西洋における日本美術工芸—470年の文化交流」

Filip	Suchomel	Ph.D.
フィリップ・スホメル博士
プラハ美術工芸大学副学長

講演２：
「主観と客観—デザインの教え方」

Prof.	Jiri	Pelcl
イジー・ペルツル氏
プラハ美術工芸大学建築学科教授・前学長

　多様な技法と素材を駆使した作品で国際的評価の高いデザイナー。プ

ラハ応用芸術大学卒。ロンドンのロイヤル・カレッジ・オブ・アートで

家具デザインを学ぶ。ポストモダニストデザイングループ Atika の創立

会員（1987）。自身のデザインスタジオ Atelier Pelcl を設立（1990）。プ

ラハ工芸美術大学の建築デザイン学科長（1997）、学長に就任（2002-

2005）。英国ブライトン大学名誉博士号（2006）、チェコ共和国国民デザ

イン賞（2006）、ドイツの Form 2006 賞（2006）などを授与される。プ

ラハ城内ヴァーツラフ・ハヴェル氏（チェコの劇作家・政治家、チェコ

初代大統領）の書斎、聖ローレンス教会、ローマ及びプレトリアのチェ

コ大使館、グスタフ・マーラーの⽣家、などのインテリアデザインを委

託された。チェコ、ドイツ、スイス、スウェーデンなどの美術館所蔵となっ

ている作品も多い。

　プラハ・カレル大学芸術学部卒業（東洋・日本美術史専攻）。1994-

1995、2002-2003 の２回にわたり日本で在外研究をおくる。研究テーマ

は日本の磁器・漆工芸。プラハ国立美術館アジア美術部長 (1995-2005)

を経て、プラハ美術工芸大学において、「日本・中国美術のヨーロッパの

芸術家に及ぼした影響」について教授（2007 〜）。日本の美術、特に陶

磁器、有線七宝、写真、漆工芸、書画などに関する著書・論文多数。また、

ヨーロッパに渡った日本工芸品、ハリリコレクション、明治期の写真な

どに関する、数多くの特別展の企画・組織にたずさわった。世界各地の

国際シンポジウムにおけるパネリストとしても活躍している。

プラハフォーラム
日時　　：2011年11月2日（水）13：00〜16：15
場所　　：富山大学芸術文化学部講堂
企画　　：芸術文化学部教授・武山良三
講師仲介：芸術文化学部教授・小林和子
司会　　：芸術文化学部教授・後藤敏伸
実行委員：芸術文化学部教授・松原博、同准教授・長柄毅一

富山大学芸術文化学部教授　武山　良三
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フィリップ・スホメル先生：
＜西欧における日本美術工芸＞
 　初めての船が、はるかかなたの
ヨーロッパから種子島に着いて以
来、来春で470年になります（図
1）。乗船していたのは、当時海
洋探検では最先端を行くポルトガ
ル人でした。ポルトガル人は、そ
の30年前にすでに中国に到達して
おり、マカオに自分達の貿易港を
築いていました。
　当時の日本人は、この異人達が
無作法に見え、風呂にもあまり入
らず、さらに悪いことには見知ら
ぬ宗教を信じていたため、どう接
すればよいかよくわかりませんで
した。新参者は、南方からやって
来たので、現地の人々は彼らのこ
とを｢南蛮人｣と呼んだのですが、
これは、日本語で「南方の野蛮
人」と言う意味です。
　当初の当惑にもかかわらず、西
洋人は日本人がそれまで見たこと
もないようなものを持ち込んでい
たので、すぐに、当時戦いに明け
暮れていた地方の守護大名達に、
自分達が強力な切り札である事を
示したのです。ポルトガルのマス
ケット銃や船に備える大砲という
貢物を当時の貴族階級に贈って、
日本に入ってきたのです。
　ポルトガル人と日本人との当初
の関係は、敵意がなく、地方大名
の中には、ポルトガル人が信じて
いたキリスト教のカトリックに改
宗する者がいるほどでした。

　ありがたいことに、日本人が
ヨーロッパの人々から手に入れた
のは、武器や弾薬だけではありま
せんでした。私達が日常親しんで
いる美味しい天ぷら、パン、タバ
コが、ヨーロッパ人との交流を通
し現代の日本まで脈々と受け継が
れてきたものです（図2）。
　しかし、当初のヨーロッパから
の影響に好意的だった時代に続く
時代、つまり17世紀初頭、ヨー
ロッパ人との関係は冷め始め、改
宗者でさえ敵対的扱いを受けるよ
うになりました。スペイン人と英
国人に始まり、ポルトガル人を含
む外国人も日本から追放されるよ
うになりました。
　1639年に残っていたのは、宗
教的に中立の立場、つまり、貿易
関係だけを望んでいたオランダ人
貿易商だけでした。長崎に近い小
さな人工的な島、出島が、はるか
離れたヨーロッパと「日の出ずる
国」を繋ぐ唯一の接点だったので
す（図3）。その後200年以上、
オランダ人を日本の品物や文化を
ヨーロッパに届ける唯一の架け橋
となるだけで、日本は世界の国々
から孤立している事を認識するこ
とになったのです。
　1500年代、ポルトガル人そして
後にスペイン人が、日本から、長
くヨーロッパの日本と日本の美に
対する認識に影響を与える一流の
伝統品を持ち帰り始めます。切る
武器、すなわち、太刀や刀があり

図 1

ましたが、それらの最高級の刃や
見事な装飾は、故国には匹敵する
物がなかったのです。
　意図した顧客はヨーロッパの貴
族の頂点にいる人々で、最初は
ポルトガルそしてスペインでした
が、まもなくヨーロッパのほかの
地域にも拡大しました。鎧、兜
は、とても珍しい物として買い上

図 2

図 3
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げられました。と言うのは、ヨー
ロッパの戦場では、ほとんど使い
物にはならなかったからです。や
がて、ヨーロッパ南部の君主ばか
りでなく、中央ヨーロッパアルプ
ス山脈北方の君主もまた自らのコ
レクションにこういった品々を持
たざるを得なくなりました。
　芸術好きで知られるハプスブル
グ家の皇帝ルドルフ二世は、ボヘ
ミアのプラハ城の宝物の中に日本
の鎧兜を所蔵していました。彼の
叔父、フェルディナンド大公も、
オーストリア・アンブラスの城に
所蔵していました。
　武具のほか、日本の漆ももては
やされました。実際、漆器は、
日本とヨーロッパの交流の初期に

は、貿易で最も人気の高い品でし
た。
　ポルトガルの輸入業者は、ヨー
ロッパやインドから供給された
品に似せた製品を注文しました。
伝統的な日本の漆芸、主に蒔絵や
螺鈿をヨーロッパの形体やグジャ
ラートからの工芸品に用いられて
いたインドの装飾と組み合わせた
品物を求めたのです。
　このように、初期の漆芸品は、
伝統的な南ヨーロッパの家具、つ
まり、洋服を収納するためのドー
ム型トップをヒンジで留めたチェ
スト（図4）、秘書机や手前の蓋
を開けると様々な大きさの引き出
しが見えないようになっている宝
石箱、それらは書類や貴重品を収
納するために使われエスクリトー
ルやバルケーニョスと呼ばれるも
のですが、そういった家具の形態
の写しでした。さらに、聖職者が
使う宗教的な漆芸品も注文されま
した。
　製品のほとんどが、京都の漆店
で作られました。概して、日本
のマイスター（職人の親方）は、
ヨーロッパ人の要求を受け入れま
したが、しばしば伝統的な日本の
象徴を加えました（図5）。
　ポルトガル人やスペイン人に続
いて、オランダ人が17世紀半ば
に主流であった装飾や形を取り
入れた漆芸品をヨーロッパに輸入
し始めました。両開き戸のついた
キャビネットは、見慣れたヒンジ
で留められた秘書机にかわり、装
飾は、風景の中に建物を絶妙に溶
け込ませる伝統的日本人の極致で
ある「六角山水」に基づき、素描
は中国の宗時代初めの墨絵が基に
なっていました（図6）。
　カップ、受け皿、小皿、鉢、貯
蔵容器や様々な形態の箱といった
日常使いの物ばかりでなく、元々
は東南アジア向けだった鎧兜も出
てきました。ヨーロッパで、この

ような品は、もっとも身分の高い
貴族向けに売られていました。彼
らは、日本の伝統的な漆芸は、技
術的に非の打ち所のない出来映え
と高く評価していたからです。具
体的には、蒔絵の様式で光沢のあ
る仕上げの黒が、「金」の意匠に
見事に映えていました。
　17世紀後半から18世紀初頭にか
けてのヨーロッパ市場における輸
入品の例をご覧ください。ある時
代のヨーロッパの様式を模倣した
形態と、日本の様式を模倣した形
態がおわかりになると思います。
　たとえば、これはカトラリー
のナイフを収納する箱です（図
7）。金と黒の対比は、当時ヨー
ロッパでとても需要があったた
め、当然ながら、国内産の模造品
が出回りました。
　日本の漆芸品の大半は、17世
紀末期に輸入されたのですが、
需要は、18世紀から19世紀初頭
にかけてもまだありました。上質
の漆は、日本の国自体の同義語に
なりました。このことは、英語の
「ジャパニング」という単語を見
ればわかります。「ジャパニン
グ」と言う言葉は、ヨーロッパ産
の漆を指したり、また日本の漆以
外の材料にも使われました。
　当時の日本の漆芸品に描かれて
いた独特な場面の装飾構造を懸
命に捉えようとしながらも、ヨー
ロッパの模倣者らは、日本につい
ての当時最新の書物から引き出し
たテーマを自分達の製品にしばし
ば加えました。しかし、そのテー
マは、実際はかなり事実に反して
いることが多かったのです。さら
に、ヨーロッパ人は日本の文化と
中国の文化を一緒にしがちで、そ
の事が、さらに最終製品に影響を
与えたのです。
　ヨーロッパの漆器工場で際立っ
ていたのは、英国とオランダの工
場です。

図 4

図 5

図 6
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　1688年ジョン・ストーカーと
ジョージ・パーカーによって書か
れた「ジャパニング及びワニス
論」は、「本物」の日本の漆器の
作り方に関して最も早く出版され
た専門書の一つです。
　やがて、漆芸の巨匠が、ヨー
ロッパのほかの地域にも現れまし
た。その中に、ベルリンのダグ
リー兄弟や、ドリスデンのマー
ティン・シュネルがおり、彼ら
の作る模倣品は、見事に繊細で、
完璧なものでした。彼らの作品
の中には、ボヘミアやモラヴィア
に住む貴族の邸宅に置かれるよ
うになったものもありました（図
8）。
　磁器製品は、ヨーロッパ人が持
つ、日本のイメージに影響を与え
たもう一つのものでした。もとも
とオランダ人は中国から磁器を輸
入していましたが、明王朝の崩壊
に伴う混乱期に、オランダ人貿易
商は九州に当時開業して間もない
工場に鞍替えしました（図9）。
これは、追い風となりました。つ
まり、その事は、不足する生産量
を埋めることができた有田の職人
に恩恵があったばかりでなく、
ヨーロッパの模倣者たちにも衝撃
を与えました。漆器でのこれまで
のやり方のように、ヨーロッパの
貿易商は、日本の製造業者に見本
を提供しましたが、このときは
錫で作った製品や中国の陶磁器で
す。日本の店は、中国製品や、
オランダのデルフトの陶器工業が
作った中国の模倣品をコピーする
ことになっていました。
　日本人は、とても誠実に旨く対
処しました。1650年代末期頃、
ヨーロッパからの初めての注文を
生産し少なくとも初めのうちは形
も装飾も委託されたとおりに製造
しました。日本特有の非対称性は
全く見られず、装飾も万暦帝時代
の中国の製品、あるいは所謂、ト

ランジショナルスタイルの当世風
な作品でした。皮肉な事に、日本
の陶芸職人達は、ヨーロッパ人に
よって与えられた見本から作って
いたので、典型的なヨーロッパの
装飾品を作っていると信じていた
一方で、ヨーロッパ人は、送られ
てきた品物が真に日本的、東洋
的、或はその時代の言い方をすれ
ばインド的な製品だと思っていま
した。この種の誤解は、当時の美
術品の取引や職人による生産では
よくあることでした。
　ご覧頂いている左側のポット
は、オランダの需要に基づいて制
作されたものですが、実際のとこ
ろは、アラブ市場で起こった需要
でした。右側は薬瓶で、17世紀後
半オランダの市場に向けて作られ
ました。
　元来、需要に応じて、白地にコ
バルトブルーの陶器（染付）が、
ヨーロッパに供給された器のほと
んどでした。17世紀の終わりに
近くなったころ、図案や装飾がか
なり変化し、いろいろなエナメル
色や上絵に金が増えました。やが
て、当初の注文では典型的だった
厳密な対称性は、装飾家によっ
て、忠実に採用される事は少なく
なり、自分達の製品を非対称の
ディテールで飾りました。色絵磁
器だけでなく、白磁も輸入され、
ヨーロッパで装飾されました。
　最も典型的なのが、オランダの
デルフトでされた装飾ですが、中
央ヨーロッパにある数多くの小規
模の工房もこれに係わっていまし
た。たとえば、ダニエルとイグシ
オス・プラスラーの工房は、作品
が今日もなお評価され続けていま
す。これらの作品に見る幻想的な
動植物、特に現実とはかけ離れた
顔の特徴を持つ自称東洋人は、当
時ヨーロッパ人が極東に対して抱
いていたイメージを証明していま
す。

　ヨーロッパ人は、乳白色の素地
に絵付けしていたということにな
ると思います。左側のものをご覧
ください。日本の乳白色の磁器に
ボヘミアのプラハで絵付けされた
ものです。小さなお皿と、カップ
とソーサーです。右側のものに、
同じ装飾が見られますが、ウィー
ンで作られた磁器に絵付けされた

図 7

図 8

図 9

図 10
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ものです。それは、ヨーロッパ向
けに製造されたポットですが、い
わゆる東洋風装飾です。
　日本とヨーロッパの文化交流と
いう点で重要なのは、柿右衛門家
が所有する有田の窯で製造された
陶器です（図11）。「濁し手」と
呼ばれる乳白色の磁胎に澄んだ色
とエナメルの艶、そして、白地の
背景と色がさされた部分との調和
の取れたコントラストを映えさせ
る繊細で控えめな装飾は、有田焼
の中でも際立っていました。
　柿右衛門の磁器は主に長崎から
広東に持ち込んだ中国人のお陰
で、ヨーロッパに輸入されたよう
に思われますが、これらの製品は
実際、もっとも早い時期のヨー
ロッパの磁器の装飾モデルとして
の役割を果たしていたのです。つ
まり、最初は、1720年代磁器装
飾家のヨハン・グレゴリウス・ヘ
ラルドの監督の下、マイセンにあ
るドイツの磁器工場で、続いて、
1730年頃、シャンチリのフランス
磁器工場においてです。
　まもなく、ヨーロッパ中でたく
さんの磁器工場で、釉下彩のコ
バルトブルーと上絵の具のエナメ
ルで絵付けされた従来の有田焼、
現在では長崎への輸出港である地
方名から古伊万里(古い伊万里)と
呼ばれているものを、自分達の装
飾のモデルとしました。中央ヨー
ロッパでは18世紀半ば、マイセン
のほか、ウィーンの磁器工場が伊
万里にインスピレーションを求め

ました。エルボーゲンや	クロステ
ルミューレは、1930年代になって
もなお伊万里に影響されていまし
た。
　柿右衛門窯のお陰で、初めて
ヨーロッパに人物や動物像の磁器
が出回りました。その小さな像
は、日本の伝統的な錦織物の非対
称的デザインを忠実に模した伝統
的な着物や内掛けを着た典型的日
本美人を表していました。しかし
ながら、ヨーロッパ人はこれらの
模様を本物だとは考えず、有田の
陶工たちの想像したものとみなし
たのです。実際、日本の織物は
たまにしかヨーロッパに出現しな
かったので、裕福なオランダの貿
易商を除いては、事実上誰一人と
して19世紀半ばまでその生地を見
たことがありませんでした。
　日本そして日本の文化芸術は、
当時までヨーロッパに輸入された
非常に限られた工芸品を通してし
か認識されていなかったのです。
さらに、磁器や漆器は、よく中国
の製品と間違えられたり、混同さ
れたりし、もちろん現在とは逆
で、当時のヨーロッパ社会にとっ
て、中国の品を日本の品と区別す
るのは難しいことでした。日本の
鎖国政策のため、東インド会社の
ほんの少数の選ばれた社員しか日
本に来れなかったのです。
　これに関して、それまで限られ
ていた日本の情報を広める事に寄
与したと言う点で特に述べるに値
する2人の探検家がいます。それ
は18世紀末から19世紀初めのエ
ンゲルト・ケンペルとその100年
後のフィリップ・フランツ・フォ
ン・シーボルトです。この2人の
学者は、日本に関する彼らの知識
を当時としては非常にたぐいまれ
な科学的論文に集約しました。
　日本文化が西洋で認識される過
程での大きなうねりは、日本が外
国貿易に向けて開港した1854年以

降に起こりました。それ以前は、
日本の陶器も漆器も西ヨーロッパ
の貴族の館の装飾に使われていま
したが、17世紀には異国趣味の展
示品が置かれ始めました。
　ザクセン選帝侯フリードリッ
ヒ・アウグストゥス鉄腕王は、日
本の陶芸に熱心で、自らの漆器や
陶芸のコレクションを収納する日
本宮殿をドリスデンに建てさせま
した。その建物は、「日本の地図
や武士」の像で飾られていまし
た。そして、それらの顔は、当時
一般的であった極東のイメージに
合致していましたが、実際は、現
実とは程遠い物でした。
　同じように、ヨーロッパの貴族
の宮殿や城のほとんどは、東洋
的、または中国的な部屋を持たな
いと言う事はありえませんでし
た。様々な異国の品のほかに、部
屋には日本の美術品を飾っていま
した。日本、中国、そして近東地
方からの品が一緒に並べられてい
ました。それらすべてが合わさっ
て、独特な一体感を形作り、それ
は個々の作品の本当の出所が正確
に断定できなくても、異国情緒や
神秘性といった当時の貴族社会に
よって珍重された特質に満ちたも
のでした。本当に重要なのは、し
ばしば果てしない幻想を抱かせる
奇想天外な効果を使って助長され
た決定的な視覚的インパクトでし
た。
　19世紀に入り、蒸気機関の発
明により旅行がしやすくなると、
ヨーロッパにおける日本の芸術に
対する認識に重大な変化が起こり
ました。19世紀半ば、日本は海外
からの圧力により鎖国政策をやめ
ざるを得なくなり、外国貿易に対
して初めて開港したのは、函館、
長崎、横浜、神戸の港でした。
　貿易商や旅行者や冒険家たち
が、利益を求め、あるいは単に異
国の土地を探検したさに港に着き

図 11
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ました。その時になって初めて、
ヨーロッパは真の日本の美意識や
それまで知られなかった日本の芸
術、文化を目にし始めたのです。
　初めての日本装飾美術の大展覧
会がロンドンのポール・モース
ト・イーストで開かれた1854年以
後、日本芸術は世界博覧会その他
で展示されました。これらの万国
博は、当時概して衰退していた芸
術や工芸の質を高め、新たなイン
スピレーションの源を見つけるの
が目的でした。
　そのような催し物にはとても多
くの参加があり、異国の地への興
味があらゆる階層の人々にわたっ
て復活しました。当初は、非常の
多くの来館者が、装飾芸術とその
高い多様性、独特な美的処理、色
調、そしてとりわけ、一面いたる
ところにある装飾に、魅了されま
した。
　お見せしているのは、1852年ロ
ンドンで開催された第一回万国博
覧会の会場となったいわゆるクリ
スタル宮殿です。この時日本から
の出展は、わずか1作品でした。
　そして、10年後新たな進展を見
ることになります。1862年にロ
ンドンのサウスケンジントンで開
催された第二回万国博覧会では、
日本の作品が多数展示されている
のがおわかりいただけると思いま
す。
　1850年代、古美術品や芸術品を
扱う店は、日本原産の品に対する
需要の急増に気づき始めました。
そしてその傾向はまもなく服飾
ファッションへと広まりました。
美術商は、より多くの品を輸入す
る事でこの曲面に対処しました。
しかしながら、これらの品は、も
はやヨーロッパの顧客の特別注文
により日本で作られた物ではな
く、日本の国内市場向けの製品に
良く見られる要素を取り入れたも
のでした。

　また再び、大量の陶器が九州か
ら輸入されました。うす手の陶器
の三河内焼き、しっかりと釉薬や
金で全体に装飾された薩摩焼など
の新しいタイプの商品、後に京都
でも模倣された陶器などがありま
した。
　ほぼ同じ時期に、ヨーロッパの
顧客は日本の国内向けに生産され
た日本の陶磁器に精通するように
なりました。1860年代、輸入業
者の取扱商品はさらに広がり、七
宝で装飾された器や、刀のつば、
漆芸品、骨に漆を塗った櫛、髪飾
り、漆の薬箱など、また印鑑やボ
タン型の根付などの他の工芸作品
にも及びました。
　初めてのブロンズの置物、象嵌
細工の金工の箱、竹編細工、型染
めがヨーロッパ人に紹介されまし
たが、中でも型染めは装飾の更な
る発展に非常に重要な物でした。
まもなくこれら全ての手づくりの
工芸製品は、ヨーロッパ中で新
たに開店した専門店で売られる重
要なコレクター品になったばかり
でなく、ヨーロッパの、そしてま
た時を経ずアメリカの専門オーク
ションでも重要な品となりまし
た。
　その時期、新しいタイプの装飾
や形態への興味によって、英国、
フランスそしてヨーロッパの他の
国々でも、ジャポニズムと呼ばれ
る日本芸術に対する評価が一挙に
広まりました。これらの品には、
扇の形をした皿や竹で編んだバス
ケットに似せた箱がありました。
装飾に使われた用語は、その時期
の日本の陶磁器に由来しています
が、その日本の陶磁器によって、
正真正銘の日本の非対称デザイン
ばかりでなく、とりわけ真の日本
のテーマ題材や幾何学デザインや
花のデザインがヨーロッパの製品
に取り入れられました。
　その後まもなくして、ヨーロッ

パ中の多くのストーンウエアー
の工場が、日本に関心を向けまし
た。ほんの数年前なら、美的に
不適当に思われたであろう釉流
れや"かいらぎ”を再現し始めまし
た。英国のデザイナーのクリスト
ファー・ドレッサーに日本の視覚
的表現法や細部の精密さや芸術ス
タイルの見事な凝縮に特別な関心
を向けさせたのは、明らかに装飾
の新たな可能性への興味でした。
　1876年から1877年に、日本を
訪問した後、ドレッサーは「日
本、その建築、美術、美術工芸」
と言う本を1882年に出版しました
（図12）。彼は、自著の中で、日
本美術史を研究した初めてのヨー
ロッパ人の一人でした。ドレッ
サーにとって、日本は、装飾品の
みならず形や形態において、また
日常使いの道具の使用において、
限りないインスピレーションの源
となりました。
　ドレッサーの後まもなく、他の
デザイナー達も日本の美術工芸
に注目しました。その中には、ガ
ラスのエミール・ガレ、家具デザ
インのゴッドウィン、デコラティ
ブ・メタルワークのティファニー
がいました。彼らの製品は、彼ら
が独特な装飾に魅了されたことを
証明しています。つまり、それま
では使われていなかったモチー
フ、たとえば、折りたたまれた扇
子、波間の鯉、鷺と組み合わされ
た鶴亀、孔雀と組み合わされた鳳
凰、そして、花や植物模様、たと

図 12
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えば、竹、菊、牡丹、梅、菖蒲、
藤、水仙、桔梗、桜、また他の異
国情緒のある花といったものが初
めて現れました。
　それから、様々な幾何学的形態
がありました。しばしば型染めに
由来する円形模様や変則配置の型
模様などです。断片的な部分を多
く用いた個々の装飾デザインの構
成により、装飾はダイナミックな
表現の触媒としてより高度なもの
となりました。
　対称性はなく、独特な対角線の
配置を持つ構成になりました。装
飾のモチーフによってきちんと整
えられた空白のスペースが強調さ
れ、それにより最終的なデザイン
にバランス感覚がもたらされまし
た。
　このジャポニズム様式は宝飾の
製作にも現れました。すなわち
装飾のついたアクセサリーは、今
や、日本の形態を真似、それらの
飾りもまた極東様式がよく使われ
ました。これらの意匠は、後に、
新しい形態に取り入れられ、日本
の創造的な表現法をさほど連想さ

せるものではなかったものの、つ
いには台頭してきたアール・ヌー
ボーやアーツ＆クラフト運動のよ
うなさまざまな芸術の流行と結び
ついて革新的なヨーロッパの装飾
様式を生み出しました。
　19世紀後半、1900年頃作られ
たマーティン兄弟の花器をご紹介
します。日本の陶磁器に影響を受
けた装飾であることがお分かりい
ただけると思います。
　19世紀後半に作られたティファ
ニーの花器と壷です。アールヌー
ボー様式の原点が見られます。
　1854年の日本開国以前は、こ
のような意匠は見られませんでし
た。
　エミール・ガレは19世紀末に起
こったこの様式で、最も重要な人
物の一人です。
　最後に、花器の作品を二つ皆さ
んにお見せしたいと思います。
フランス市場に向け1890年代、
1895年と1896年に制作された花
器です。日本の様式における観点
として、自然が主な図柄のモチー
フになっていることがお分かりい
ただけると思います。
　作品の中ほどに作者であるエ
ミール・ガレの名が見えますが、
これも、言うなれば日本画におけ
るやり方を真似たものです。絵画
にも作者の名前が入っていまし
た。
　ガレやティファニーなどこの時
代の作者は、日本の工芸品のみな
らず日本画の影響をも持ち込んだ
のです。
　19世紀末、日本画は、ヨーロッ
パの芸術家に影響を与える上で最
も重要なものとなりました。この
話は、また別の機会にいたしま
す。今日はここまでです。ありが
とうございました。

司会者：　スホメル先生ありがと
うございました。進行の予定で

は、ここでQ&Aを取るつもりでし
たが、時間がおしていますので、
ペルツル先生の講演が終わった後
一緒に質問を受けて、回答してい
ただく事にしたいと思います。そ
れでは、イジー・ペルツル先生の
講演です。講演内容は、「主観と
客観　そのデザインの考え方」と
言う事になります。お願いしま
す。

イジー・ペルツル先生：
　こんにちは、皆さん。私の講演
内容はプラハ美術工芸大学により
関連のあるものになります。昨日
は大学での活動はどのようなもの
か、学部の構成はどうなっている
のか、といった紹介をいたしまし
た。その時は、人が少なかったの
で、今日は大学の概要を少しお話
します。
　大学の規模は皆さんの大学と似
ていて約500名ですが、建物は異
なります。1850年から1865年頃
に建設された建物で、プラハの中
心、都市の真ん中に位置していま
す（図13）。ですので、120年、
いや、130年前に創立されまし
た。チェコ共和国では最も古い大
学です。ただし、応用芸術大学と
して最も古いのであり、芸術大学
という観点から言いますと私たち
の大学より長い歴史をもつ学校が
1校あります。
　申し上げたように、私たちの大
学はプラハのちょうど中心に位置
しています。おそらく皆さんはプ
ラハをご存知と思います。ゴシッ
ク、ルネサンス、バロックの建築
様式が混在している歴史ある都市
です。主にバロック様式の記念建
造物が多くあります。これが地図
です。
　皆さんに、もう少しよくわかる
ようにお話しますと、あれがヨー
ロッパの地図です。これでチェコ
共和国の位置がよくおわかりいた

図 13

図 14
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図 16

だけると思います。ちょうど中央
にある、比較的小さな国です。
　これが大学の構成です（図
14）。学部は6つあります。ご覧
頂いてお分かりのように、建築、
デザイン、応用芸術、グラフィッ
ク、芸術、美術史美学の各学部が
あります。
　そして学科もご覧いただいてい
る通りです。学部により学科の
数は異なります。建築学部には4
学科あり、デザイン学部には3学
科あり、工業デザイン、家具・イ
ンテリアデザイン、プロダクトデ
ザインがあります。応用芸術学部
にはガラス、陶器、金属、ファッ
ション、繊維学科があります。お
分かりいただけると思います。
　グラフィック学部にはイラスト
レーション、タイポグラフィ、グ
ラフィックデザイン、映画・テレ
ビグラフィック、ニューメディア
学科があります。
　芸術学部には彫刻、絵画、イン
ターメディア、スーパーメディ
ア、写真学科があります。スー
パーメディアとはミクストメディ
アのことです。
　基本となる学部構成と大学の基
本情報をお話しました。それでは
私の講演に移りますが、タイトル
は「主観と客観」、あるいは「客
観と主観」と言ってもよいです。
私の学科、私は家具・インテリア
デザイン学科長ですが、その中で
の作業をご紹介しまして、学生の
活動の様子をお見せします。前半
は客観について、後半は主観につ
いてお話していきます。

＜客観と主観＞
　最初が、客観、二番目が主観。
では、これから客観から始めま
す。
　なぜ客観、主観なのでしょう？
客観ですが、教師としての立場で
そうあらねばならないのです。学

生にデザインを教えるのは、客観
ということです。逆に、芸術を教
えるのは、それとは違います。芸
術は主観だからです。デザインを
教える際は主観的なアプローチに
はなりえません。というのは、デ
ザインは、それを使う人のために
よりよいものを作り出す、そのた
めの一つの規律なのです。一つ一
つの作品が、独特なものというわ
けではないのです。
　学生と一緒に進めたプロジェク
トの中からいくつか事例をお見せ
します。		
　これは2年前に行った椅子のプ
ロジェクトです（図15）。基本的
に私の学科では、皆さんの学校と
同じだと思いますが、学期内でプ
ロジェクトを2つ行います。
　一つは長期間にわたるメインの
プロジェクト、もう一つは3〜4週
間と短期間の小規模なプロジェク
トです。各学期の終わりに両方の
プロジェクトのプレゼンを行いま
す。プレゼンではいわゆる評価も
行います。
　皆さんの大学から来ている二人
の生徒さんです。佐藤まりこさ
んと鈴木まさよさんです。これは
何かのパーティだと思います（図
16）。
　これは金属を素材として使った
プロジェクトです。これはベルリ
ンのデザインウィークで発表した
時の写真です。
　あ、これは小さなプロジェクト
です。どんな意味か、お分かり
ですか？鳥のためのものです（図
17）。
　これはまた別のプロジェクトで
す。キャンプ用の移動式キッチン
です。キャンプから発想を得まし
た（図18）。
　これは学期末にあるプロジェク
トのプレゼンの様子です。学生と
先生方が一緒になっていろいろ話
し合っています（図19）。

図 17

図 18

図 19
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　これはプレゼンの作品が置かれ
た工房です。
　これは座るための家具です。型
をつかって制作した作品です。
　これは照明のプロジェクトです。
　私の学科では家具・インテリア
デザインを行っていますが、それ
とは違ったプロジェクトも行いま
す。
　例えばこれは照明のプロジェク
トです。これはコーリアンのテー
ブルです。カフェのためのもので
す。コーリアンという素材です。
コーリアンは一種の人工石です。
デュポン社が製造しています。
　お見せしているは、照明のいろ
いろな作品で、これは、たしか、
いくつかのパーツが組み合わさっ
て一つの構造をなしているもので
す。この照明ですが、我々が制作
したところ、ある会社が買い取り
ました（図20）。
　これは住宅のプロジェクトで
す。これが、基本的な建築に関す
るプロジェクトだと思います。設
計者は、このようなデザインが出
来るようになるべきです。と言う

のは、これが基本的な、いうなれ
ばシンプルな住宅だからです。そ
して空間に対する感覚を持ち、そ
の構成をまとめていくのです。基
本構造からインテリアにいたるま
でプロジェクトを進めていくので
す。
　これはコンテナの原理を基にし
ておこなったプロジェクトです。
　これは、別のプロジェクトで
す。これはカフェです。川堤のカ
フェで、板が川を覆っています。
　これは建設現場の足場のように
見えます。足場というのは、家を
建てる時のためのものです。
　これは居住用コンテナです。災
害などが起こった後、仮説住宅と
して短期間使用するためのコンテ
ナの設計です。
　これは遊牧民的感じのホテルを
デザインしたものです。
　これはインテリアのデザインで
す。これはまた別のものです。こ
れはカフェをデザインしたもので
す。カフェをデザインして、古い
街の異なる場所に置くことをねら
いとしました。この作品を異なる
環境に置くのです。
　これはハンガリーでの展覧会の
様子です。展覧会を開くときは、
2つの方法があります。学科が企
画する場合と、大学がより大規模
のものを企画する場合です。チェ
コ国内であろうと国外であろうと
関係ありません。
　これは卒業制作です。この一連
の作品は「イコン」というタイト
ルです。オリジナルとは異なる素
材で象徴的存在の家具をあらわし
たものです。例えば、ここにヨー
ゼフ・ホフマンの椅子をご覧いた
だけると思います。これはルイ王
朝の様式を独自の解釈で作成した
ものです（図21）。
　これは別の卒業制作で、先程の
作品より前のものです。ある企業
との共同制作で、椅子張りを施し

た家具です。
　これは、別の卒業制作です。こ
れも椅子張りを施した家具です。
でもこの椅子張りは皆さんの自宅
にあるようなものとはちょっと
違った素材を使っています。これ
は古着です。布が第二の生命を得
たのです。
　これは、今年度の卒業制作で
す。6月か７月です。インター
ネットを通して自分自身でデザイ
ンを作成し、それを注文できると
いうものです。もちろん基本とな
る形がありますので、それに従う
ことになります。
　これは卒業制作で、そのように
製品を作れるようにしたもので
す。生徒はプロジェクトを制作し
ます。このシステムでは、違った
やり方で家具をデザインするので
す。ユーザーは自分自身で答えを
導き出し、これぞ自分の家具、昔
持っていた家具または自分がほし
いと思っていた家具に出来るだけ
近いものを作り上げることができ
るのです。ちょっと複雑ですね。
　DIYのようなものです。部品か
ら作り上げるといった感じです。
違ったやり方で作るのです。可能
性がたくさんあるのです。そして
自分で家具を作ることができま
す。どのような感じの家具がよい
のかを自分で決めて注文できるの
です。
　これも別の卒業制作です。これ
は屋外の家具です。これは使用
不可能です。サイズが大き過ぎま
す。これはどちらかというとシン
ボルとしての家具ということで制
作された作品です。大きさがおよ
そ倍近くあります。
　これは私の工房です。今から後
半に入ります。テーマは主観に移
ります。後半です。
　私の大学では教授は個別の工房
を持っています。教える側の者は
各自の分野で活動を行っているこ

図 21
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図 24

とが大事と考えるからです。自分
自身の経験から教えようと思うな
ら、今の時代の芸術から自らの経
験を得なければなりません。
　これは私の作品です。この一連
の作品は「One-Off	Pieces」です。
全てオリジナルということです。
1つ、2つないしは3つだけしかな
い作品です。限定作品です。
　これは1997年の作品です（図
22）。
　これは革張りの木製の作品です。
　これは磁器の作品です。私が手
掛けました。個人としては、多く
の素材を使って制作しています
（図23）。
　デザイナーは多くの素材を扱っ
た経験を持つべきだと考えます。
なぜなら、ただその素材が必要に
なるからです。
　これは1999年に制作した一連
の作品です。「ストライプコレク
ション」というタイトルです（図
24）。パリのノーテューギャラ
リーに向けて制作しました。ノー
テューは、ギャラリーの名前で
す。これもまた限定作品です。
　デザインというのは、唯一の存
在としてのオリジナル作品として
とらえることができます。実際、
デザインではなく小さな作品で
す。限定作品でも同じことで、そ
れは工業製品を生産するための作
品ではないのです。最近では技術
がたいへん進歩しているので、人
はどんな製品でも作ることができ
ます。どのようなものかは問題で
なくてです。これは、デザイナー
がギャラリーのために制作した限
定シリーズです。
　これはまた別の作品、別のプロ
ジェクトです。磁器の会社と制作
しました（図25）。
　こちらは大量生産した製品で
す。大量生産向けの作業は、当然
違ったものになります。これはオ
リジナルの装飾です。この青い模

様には100年以上の歴史があり、
「オニオン模様」と呼ばれていま
す。たまねぎ、ドイツのたまねぎ
の意匠です。そう、100年以上の
歴史のある装飾です。この伝統あ
る模様を用いた新たなデザインを
制作するよう依頼を受けたので
す。器の外側よりも内側にこの模
様を多く使おうと思いました。
　工場の写真です（図26）。
　これは形は同じですが装飾は施
されていません。白一色です。こ
れは食卓やカフェで使われる食器
の一式です。碗がいくつかありま
す。伝統的な模様が施されていま
す。これは白い食器です。
　これはまた別の食器セットで、
イタリアの会社スキッチとの制
作です。スキッチです。それは、
会社の名前です。ガラスの作品で
す。私はガラスのデザイナーでは
ありません。ですが、飲み物のた
めの器一式をデザインするよう依
頼を受けました。私にとってのガ
ラス、それは優れた、素晴らしい
素材です。しかし、それはただガ
ラスにすぎません。
　大量生産のためのデザインを手
掛けることも好きです。これは
ガラス製品の自動生産です。手作
りする時とは全く異なります。こ
のような大量生産向けのデザイン
は、手作り向けのデザインよりも
難しいと思います。
　あれは、カラフェです。ヴィ
チェンザという名前のセットにな
ります。
　クリスタレックスという、チェ
コでは最大規模の会社です。
　これは夜に水を飲むための瓶の
セットです。
　別の瓶です。
　これは私が初めてデザインした
グラスです。限定版です。300個
作ったと思います。
　最初の写真でお見せしたヴィ
チェンザは大量に作られました。 図 26

図 25
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1年で50万個生産しました。この
写真です。ですから、数はかなり
違います。
　これは赤ワインやその他飲み物
のためのセットです。これはヴィ
チェンザより以前に、初めてデザ
インしたセットです。大量生産す
るには難しすぎました。ですから
これは、実用されなかったデザイ

ンです。私としてはうまくいかな
かったデザインということになり
ます。
　これは小さなセットで、名前は
「4	 for	 1」です（図27）。デザ
インの発想として、これは一人の
ためのセット、例えば独身の方に
向けたセットです。独身でいる若
い人がどんどん増えていますから
ね。そのような若者は、グラスは
たくさん要りませんよね。ボック
スセットを一箱買えばよいです
ね。あるいはボーイフレンドの分
と合わせて二箱。
　これは限定版のデザインで、イ
タリアの企業のスキッチが買い取
りました。スキッチでは家具、陶
磁器、ガラスなどの色々な商品を
取りそろえており、その中にこの
デザインを加えたかったのです。
初めてデザインを提供しました。
お客さんは、直接私に注文するの
ではなく、会社に注文します。デ
ザイナーにとって、企業と協調し
て仕事をしていくことが大事だと
考えます。企業は強力な販路を
持っているので、世界中で製品を
販売できるのです。
　これは小さな企業と共同製作し
たものです。小さな企業の場合、
もちろんデザイナーは現実に直面
することになります。大きな企業
に比べて予算がないからです。ま
た、小さな会社というのは広い地
域、大きな市場で製品を売るため
の販路を確立する力がないことが
多いのです。
　この作品はガラスのオブジェで
す。ドボルザーク音楽祭で名誉賞
として贈られるものです。ですか
らこれは賞として贈られるもので
す（図28）。
　これはプラハで5、6年前の展覧
会の様子です（図29）。プラハの
美術工芸博物館で開催した大規模
な展覧会です。
　これはウィーンのロースハウス

で開催した展覧会です。アドル
フ・ロース氏が設計した家です。
その家のデザインに合わせて展示
品を配置しました。
　自分自身の展覧会を企画し、多
くの展覧会に参画することがデ
ザイナーにとって必要です。人に
見てもらうため、作品を手掛ける
ために必要なのです。もしデザイ
ナーが人に知られていないとなる
と、仕事の依頼は少しだけ、もし
くは全く仕事がこないということ
になります。
　これは家具です。素材は、先程
述べたコーリアンです。独身者の
ためのキッチンです。ですから皆
さんが独身でこのようなキッチン
をお持ちだとすると、さっきのグ
ラスを買ってここに置くこともで
きますね。
　コーリアンです。その会社はタ
イネックスも製造しています。そ
れは、素材の一種です。
　これは本棚です。これはとても
大きなもので、約2メートル40セ
ンチ四方あります。「枕」という
名前です。比較的やわらかい印象
からです。
　これは小さなテーブル、コー
ヒーテーブルです。金属製、アル
ミ製です（図30）。
　これは何にでも使えるテーブル
です。机、照明、紙、その他の要
素、全てが一緒になっています。
　これは椅子です。別の素材を
使っています。これはゴム製のも
のです。アメリカの製品です。素
材はポリウレタンです。そしてシ
ンプルな金属の構造体を下側に取
り付けました。
　これは試作品です。これはオ
フィス用家具を製作している企業
のために手掛けた一連の作品で
す。その企業からオフィス用の家
具をデザインしてほしいとの依頼
がありました。ハンガーやコート
掛けのための家具、また素材のカ

図 29

図 30
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図 28



Bulletin of the Faculty of Art and Design, University of Toyama, Vol.7, February 2013 23
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タログなどを展示するためのさま
ざまなスタンド家具。
　これは製作中の写真です。製品
を仕上げていくまで様々な工程が
ありました。これが仕上がった作
品です。8つあります。下の部分
が統一されています。シンプルな
構造です。アルミを鋳型で作り上
げたものです。
　別のデザインです。空港での移
動式書店です（図31）。プラハ
国際空港からデザインを頼まれた
のですが、空港責任者はこれが気
に入らなかったのです。これは素
晴らしい作品であってほしいと願
い、そう信じているものはたくさ
んありますが、現実には、それが
自宅の引き出しにあるということ
です。
　これは私の最新作です（図
32）。椅子張り、合板と組み合
わせた作品です。これは椅子です
が、ベニヤを製造している企業か
ら依頼を受けたのです。その企業
では椅子張りを施した家具も製作
していますが、よりベニヤが見え
る、あるいは表にあらわれた作品
をデザインしてほしいとの依頼が
あったのです。目に見えるという
のは、ベニヤを素材として用いた
とき、目で見てそれとわかるよう
にするということです。下の部分
は椅子張りです。型をつかって
作ったベニヤが2つあります。
　それでは建築物と素材に関して
いくつかご紹介します。これはプ
ラハにある住宅です。同じ家を別
の場所から見たものです。その家
の内装です。別の家の内装です。
　プラハにあるアメリカの広告代
理店です（図33）。
　プラハのとある劇場の内装で
す。ホワイエです。ホワイエは、
劇場を入ったところにある広いス
ペースのところです。照明の色を
変えることによって、異なった雰
囲気を作り出すように設計されて

います（図34）。
　プラハにあるヤング・アンド・
ルビカムの受付の内装です。スタ
ジオです。１年か、１年半前に完
成しました。画家のためのスタジ
オです。値の張らない構造体を使
用しています。
　こちらは最新の作品です。プラ
ハにあるギャラリーでの展示の様
子です。ラグジュアリー・デュエ
リングでのコレクションです。
　先進技術を用いて大量生産され
た家具に相対して制作した作品で
す。これは数ある作品の一つとい
うより大量生産された家具の対極
にあるものです。
　そうです。昨今の先進技術に相
対する作品なのです。そのような
家具はデザインがたいそう複雑で
ハイテクを駆使しています。
　こちらはローテクです。このス
タンド、この作品はドアに使わ
れるチップボードを使用していま
す。ここでちょっと方向性を変え
たのです。その作品は大量生産さ
れた製品です。
　時々、商業用にデザインするこ
とから離れて息抜きをする必要が
あります。これは私の息抜きとし
ての作品です。ですからこれも数
ある作品のうちの一つです。皆さ
んが気に入ろうと気に入らなかろ
うと関係ありませんよ。
　この形はお分かりのようにたい
へん基本的なものです。70年代の
椅子です。素材を変えました。鉛
のシートで覆われています。
　このような製品を制作する理由
はおそらく、新しいデザインのも
のを購入するときに昔はあったが
今はもう見かけなくなってしまっ
たベーシックな製品を思い起こし
ていただけたら、と思うからで
す。
　テーブルです。サイズは中くら
いで、タクシーの中でみたシー
トの飾り模様と同じ柄です。この

ような柄のシートカバーがあっ
て・・・刺繍ですね。運転手さん
が模様のあるシートカバーを取り
付けたのですね。このコレクショ
ンは消費に相対するものとして位
置づけました。
　次回の作品はまた次回、皆様の
お目にかかれることでしょう。ご
静聴ありがとうございました。

図 33

図 34
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司会者：
　両先生に対して講演の内容、あ
るいはそれ以外でも結構です。ご
質問がある方、どうぞ挙手をして
いただきたいと思います。

質問者（学生１）：
　フィリップ先生に質問したいん
ですけれど、ジャポネスク、ジャ
パニズム、日本的な表現がたいへ
ん諸外国に影響を与えた一連の
ブームみたいなものの中で、ヨー
ロッパの方が一番気に入った日本
の要素とかはあるのでしょうか。

ペルツル先生：
　ご質問ありがとうございます。
とても難しいですね。17世紀や
18世紀のヨーロッパ人がどのよう
なデザインに魅了されたのか。素
材に心ひかれたのではないでしょ
うか。その当時ヨーロッパにはそ
ういった素材はなかったのですか
ら。そういった素材を当時の磁器
や漆器に用いるのはたいへん贅沢
なことでした。その上、当時ヨー
ロッパにおける顧客は貴族階級の
人々だけでした。私たちにとって
は理解しにくいですね。
　ヨーロッパの地図を見ると、
主要部が目に入ります。当時の
輸出入のルートは日本からオラ
ンダに向けて、中国からイギリ
スに向けて、おそらくイギリス
に加えスウェーデンも中国から
輸入していたでしょう。ここで
私が言えますのは、17世紀初
期および末期にヨーロッパでそ
のような品物を目にした人はほ
んのわずかだったということで
す。なぜそうなのか、その理由
ですが、極東の地域に自国に向
けての輸出用の製品を制作する
工房があったのです。
　そこではデザインや模様を重要
視しました。ヨーロッパの人々は
花の絵柄に魅了されたのではない

でしょうか。当時の彼らにとって
それがたいへん珍しいものでした
から。
　さらに、花が絵柄として取り入
れられて装飾に用いられただけで
なく、建築の構造体のようなもの
もヨーロッパの人々にとってはと
ても珍しく感じられたのです。そ
れは当時、最も多く装飾に取り入
れられました。
　それは18世紀あるいは17世紀
のことです。しかし19世紀に着
目しますと、状況はまったく正反
対になり、たいそう違ってきま
す。と言いますのも花や建築的な
装飾だけではなく単純なデザイン
や模様、幾何学模様もヨーロッパ
では取り入れられるようになっ
たのです。これが17世紀、18世
紀、19世紀を比較したときの違
いです。

質問者（学生２）：
　震災前の日本では、日本のアニ
メーションやゲームが海外、ヨー
ロッパのほうでオタク文化として
うけていると報道されているんで
すが、それについて本当でしょう
かということが一点、また日本の
政府もそれを輸出コンテンツとし
て出していこうという動きがあり
ますがヨーロッパのほうではいか
がでしょうか。

スホメル先生：
　私はオタクには詳しくありませ
んが・・・。19世紀と20世紀初頭
のデザインに焦点をあてて研究し
ていますので、おそらくとても違
うと思います。
　個人的には、実は私は大のマン
ガ好きですので、ここで客観的
な意見を述べるのは難しいでしょ
う。私個人の意見を少しお話いた
します。
　マンガやこういった文化につい
て話す時に言えるのは、あるいは

是非述べておくべきことは、18世
紀と19世紀初頭における日本画
に何らかのルーツがあるというこ
とです。なんと言いましょうか、
ヨーロッパやアメリカの若者が日
本の昔の文化を理解するのは難し
いのですが、現代の文化、マンガ
などを通して日本を理解する方が
はるかに易しいです。
　そういうことで日本の政府はお
そらくこの機会にマンガを通して
日本を打ち出していこうとしてい
るのではないでしょうか。　

質問者（学生３）：
　ペルツルさんに質問です。自分
はいろんな素材に挑戦しようと
思ってもどうしても守りに入って
しまって新しい表現とかいうもの
がなかなかできないので質問した
いのですが、新しい素材を使うに
当たってどのように素材と向き
合っていますか。

ペルツル先生：
　素材に関しては、そうですね、
過去に人体や居住空間と結びつい
た作品を発表しました。その時は
ガラスや磁器に比べてさらに天然
に近い素材を使い、プラスチック
や新しい素材などは一切使いませ
んでした。人々が日常使うものを
デザインするという点ではプラス
チックは好みではありません。　
　プラスチックが複合材料として
航空産業で用いられているのは喜
ばしいことですが、そのようなも
のを身の回りに用いたり、用いら
なければならなかったり、テーブ
ルの上に置く必要があったり、な
どとは思いません。紙のほうが好
きです。磁器よりも。

質問者（学生３）：
　ペルツルさんに質問です。デザ
イナーにとってのチェコやプラハ
の魅力は何ですか。
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ペルツル先⽣：
　プラハの魅力、それは他との違
いがはっきりしていて特別な存
在の都市、という点です。この
ヨーロッパの都市には高岡と同じ
く様々な建物があり、どれが町の
会館なのか、どれが駅なのか、ど
れが工場なのか、どれが住居なの
か、どれが学校なのかは目で見て
わかります。それぞれの建物がど
こにあるのかはっきりわかるこ
と、これが大切だと思います。
　私にとっては今回が初めての日
本で、これで三日経ちましたが
学校も町の会館も未だ目にしてお
りません。駅を三つ見ましたが、
皆気に入りました。こういうこと
が大事なのです。その点がプラハ
は異なっております。全然違いま
す。一歩ずつ歩を進めるごとに歴
史が感じられるのです。これはプ
ラハだけでなくボヘミアの他の都
市でも、そしてヨーロッパの他の
都市でも感じられるのです。

質問者（学⽣４）：
　お話ありがとうございます。お
二人に聞きたいんですけど、仕事
をしていて、制作の仕事とか先生
の仕事とかもあると思うんですけ
ど、一番幸せな時ってどういう時
なのか教えていただけますか。

ペルツル先生：
　一番幸せな時。それはまず、若い
人々が大学にやってきて、入学しま
す。そして取り組む最初のプロジェ
クトはおそろしく出来が悪い。その
後はだんだん良くなります。生徒自
身興味が湧いてきているのであれば
私としても嬉しいです。
　住居のプロジェクトを例に挙げ
ますと、全体のバランスや設計は
相当ひどいもので、どの建物も一
様にひどい。しかし生徒たちが卒
業した後、雑誌でなんとも美しい
（たたずまいの）家を目にするこ

とがあります。その家を手がけた
のはかつての私の生徒だと知った
時、それは本当に素敵な瞬間であ
り、幸せです。

スホメル先生：
　私もペルツル先生と似たような
考えです。実際、私は教壇にも立
ちますし、院生からの相談もたく
さん受けます。
　世の中全体、チェコ共和国のみ
ならず世界全体の人々にとって大
事なことですが、若い世代の、そ
して自分よりも年齢が上の先輩の
もつ様々なものの見方を知ること
です。そういった人たちの、なん
と言いましょうか、考え方などに
耳を傾けることが大事ではないで
しょうか。そうすると昔からのも
のの中に新たな問題点を見出すこ
とができるのです。
　例えば日本史について話し合う
時、話し合いがより発展するよう
なものの見方を見つけることがで
きるのです。より深く、なんと言
いますか・・・even	 in	Japanese,	
even	in	English,	and	even	in	Czech
（どの言葉でも表現するのが難し
いのですが）・・・こう言えば簡
単でしょう、若い人々が異なるも
のの見方をもち、昔の時代を、昔
のものを新しい目で見ることがで
きるようになります。そして今後
の展望に対して今までになかった
問いを投げかけることができるの
です。これが大事だと思います。

質問者（学生５）：
　モノづくりをする人にとって、
作る時とかに大切なこととか、こ
れから作る時に、こういうことを
考えておいたほうがいいとか、そ
ういうことは何かありますか。

スホメル先生：
　あなたの進む道が美術なのか、
デザインなのか、建築なのかはわ
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かりませんが、とにかく、あなた
が芸術家だとしたら、人々に伝え
たいと思っているアイディアや主
題を表現する必要があります。そ
してそれは人々が理解できるかた
ちで伝える必要があります。
　現代芸術というのは時にはたい
へん閉鎖的で、抽象的で、理論づ
くめで、誰も理解できないことが
あります。それに芸術家どうしと
なると一種閉鎖的な仲間になって
しまいます。こういったことが芸
術家になる上での最終目標ではな
いはずです。
　そして、もし伝えたいことが何
もないとなると芸術家である必
要はありません。自分の心構えが
ないまま表現するとなると、それ
は気の抜けた芸術であり、物事が
見えていないということになりま
す。

司会者：
　スホメル先生、ペルツル先生、
講演から質疑まで大変有意義な
フォーラムとすることができまし
た。どうもありがとうございまし
た。




